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高橋氏、
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平成28年度
一般会計
決算は認定
　平成28年度一般会計及
び特別会計歳入歳出決算、
水道事業会計と下水道事業
会計の決算は認定された。
病院事業会計決算は、継続
審査となっている。

（詳細 中面）

　新副市長に高橋篤氏
(元本市都市戦略本部長
他)、松本勝正氏（国土交
通省より出向、本市技監）
が就任。7月退任の本間
副市長、10月退任の遠藤
副市長の後任となる。

　さいたま市の高齢化率（65歳以上人口の
割合）は、22.64％(１０月１日現在)であっ
た。埼玉県25 .0%（9月1日現在）、全国
27.7％（1月1日現在）。本市は、比較的高齢
化率は低い傾向。高齢化率区別は、1位岩槻
区、2位西区、3位見沼区。浦和区は9位で
20.53%。最も低いのは南区で18.96%。本
市最高齢は、108歳の女性がお二方。

2020東京オリンピック・
パラリンピックまで1000日!

■昭和40年（1965年）8月27日生まれ A型 
■浦和市立高砂小、岸中、県立浦和高、
　慶應義塾大学商学部卒業。
■埼玉銀行を経て、警備会社を経営。平成23
　年よりさいたま市議会議員（浦和区）。
■平成27年 浦和区にて第1位当選（2期目）。
■まちづくり委員会 / 予算委員会 理事
　 オリンピック・パラリンピック競技大会支援特別委員会 
　病院建設工事調査特別委員会
　 議会広報編集委員会   
   

毎月第3日曜16時から浦和駅東西口駅頭
でお伝えしています。

2017.11 vol.27

さいたま市議会 民進改革さいたま市議団  http://www.minshinkaikaku.jp/

セイムス

第26回市政報告会
浦和パルコ 10F

日時： 平成29年11月19日（日）
　　18:30～19：45
会場： 浦和コミュニティセンター
　　第14集会室

市民会館うらわが
浦和駅西口南高砂再開発ビルへ

浦和区防災ボランティアネットワーク
での防災講習会の講師

市民広場にて国際ふれあいフェア開催 ヴィーナスカップ女子サッカー大会

笑顔があふれる岸町尚齢会 六町合同運動会に参加 子どもがつくる街ミニ浦和

地域活動地域活動のの小柳よしふみ小柳よしふみ
～大きなチャンスを街の飛躍のために～
　朝夕は肌寒く感じる日も多くなりました。暦の上では冬を迎える時期とな
りましたが、皆さまにおかれましては、お変わりなくお過ごしでしょうか？
　10月には突然の衆議院の解散があり、総選挙も行われました。短期間で
様々な動きがあり、困惑した中での投票という方もいらしたのではないの
でしょうか。地方議員はどうするのかということを聞かれます。私は、自分
が立候補する際にお示しした政策や会派のマニフェストを忠実に実行し
ていくことが大事だと思っています。また、市民生活の中で生じる地域の
課題について、誠実に取り組んでまいります。
　さて、9月7日に開会した9月定例会は、10月20日に閉会いたしました。
本定例会では、昨年度の決算審査が行われました（詳細中面）。大切なこと
は、決算審査で指摘された事項を、その後にいかに反映できるかというこ
とです。予算委員として、しっかりと予算審査に生かしてまいります。
　10月28日で東京オリンピック・パラリンピックまで1000日となりま
した。行政の事業遂行にあたっても、発信力や影響力のあるこのイベント
は、大きな節目となります。このチャンスを上手く活用して、例えば街のバ
リアフリー化やスポーツ環境の強化改善など、オリンピックレガシーを街
の飛躍につなげて行くよう取り組んでいくことが重要だと考えます。
　これから日に日に寒さも増してくる時期です。皆さま方におかれま
しては、ご健康に十分にご留意され、お過ごしいただきますよう、お祈
り申し上げます。

さいたま市は、浦和駅西口南高砂地区市街地再開発事業で建設する
ビルに、市民会館うらわを機能移転する方針を決めた。再開発ビルへ
の機能移転は事業費が大きくなるが、現在地より浦和駅に近くなる
ことで、利便性の向上や文化発信力の強化、周辺商店街の活性化、駅
周辺のにぎわい創出による都市機能の向上などの効果が期待でき
る。同会館は、耐震補強が必要で、現地建て替えか移転新築かが検討
されていた。文化芸術等の発信拠点としての市民会館うらわの跡地
利用についても、併せて検討していく必要がある。



平成28年度さいたま市一般会計決算報告

● さいたま市誕生以来、歳出決算額は最大規模
● 実質収支額は、23億81百万円で連続して黒字
● 歳入は、市税収入が前年度比41億89百万円、1.9%増
● 歳出は、民生費、教育費が増加

市政レポート小柳よしふみ

昭和51年の水害で激震災害指定を受けた後、現在も浸水被害が
度々起こっている。市民の不安を払しょくするためにも早急な対
策を求めたい。

さいたま市と埼玉県の管理境の箇所の河床が高くなっており、水
流を妨げている影響がある。また、その段差によって土砂などが堆
積する原因ともなっている。市の管理部分についての改修は終え、
また予算付けもしているが、県の対応が未定の状況である。今後、
早期に現実的な対応が取れる手法の検討も含めて、県との協議を
進めて早期の解決に努めたい。

大雨の予報がある
たびに、周辺住民は

不安な時を過ごし、実際に浸水被
害も生じている。市としては、水流
を円滑にするための河床の堆積物
の浚渫（しゅんせつ）作業に毎年数
千万円をかけている。早期の埼玉
県の対応を求めていきたい。

まちづくり委員会から

※区分ごとに切り捨てるため各数値の合計と合計額が一致しません。

<表1>

① 予算現額
② 歳入決算額
③ 歳出決算額
④ 歳入歳出差引額（② ー ③）
⑤ 翌年度へ繰り越すべき財源
⑥ 実質収支額（④ ー ⑤）
⑦ 前年度実質収支額
⑧ 単年度収支額（⑥ ー ⑦）

区  分
億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

平成28年度 平成27年度
4927.0
4608.6
4511.8

96.8
73.0
23.8
52.5

　▲ 28.7

4773.8
4585.3
4479.8

105.5
52.9
52.5
58.9

　▲ 6.3

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

増減額 増減率
億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

153.2
23.2
32.0
▲8.7
20.0
▲28.7
▲6.3

　▲ 22.4

%

%

%

%

%

%

%

3.2
0.5
0.7

▲8.3
37.8
▲54.7
▲10.7

-
※金額については億単位のため

差引額等が合わない場合があります。

藤右衛門川の
浸水被害対策について

本定例会においては、決算関連議
案の他、美園地区小学校・中学校新
築工事関連工事請負契約議案やさ
いたま新都心バスターミナル事業
等の補正予算議案が可決された。
公営事業会計のうちの病院事業会
計は、病院建設工事調査特別委員
会の審査中ということもあり、継
続審査となった。

　本市の財政状況は、実質公債
費比率、将来負担比率などの健
全化判断比率から健全財政を維

持していると判断して良い。歳入における市税収入
の増加は、個人市民税の増（26億70百万円、1.6％）、
固定資産税の増（16億13百万円、2.0％）、都市計画税
の増（2億72百万円、1.6％）による。これは、人口増に
よる納税義務者の増加による。法人市民税は税制改
正の影響による減額（－5億8百万円、－2.3％）。教育

費の増加は、小学校・中学校の新設に伴うもの。民生
費の増加は、福祉関係の給付事業の増加と保育環境
整備関連事業によるもの。民生費の増加傾向は続く
ことが予想される。今後はこの他、大宮、浦和、美園な
どのまちづくり事業など、再開発事業や遅れている
都市基盤整備の事業費が必要になってくる。した
がって、歳入確保のための積極的な取り組みと、公園
や学校施設等の公共施設の新設、維持管理における
民間力の活用を推進する必要がある。

Q

A

一般会計補正予算議案にお
いては、保育士確保のため
の宿舎の借り上げについて
の補助や、就学援助制度に
おける新入学用品費の引き
上げ、中学入学予定児童の保護者に対する入学準備金を入学前に支
給するための予算、また、さいたま新都心駅近くに東京オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会に向けた長距離バスターミナルの暫定
整備のための土地取得予算などを内容とした予算議案などが承認
されました。

予算委員会から

新都心バスターミナル
土地購入予算について

　入学準備金などが入学前に支給されるようになるこ
とは、保護者にとって助かる制度改善であると考えま

す。また、さいたま新都心のバスターミナル用地の購入に関して、競技
会場になっている本市には、遠方からの観戦客も見込まれる。本市が国
際観光都市としての成長を図るためにも重要な拠点となる。所管課が
目的を持って購入する予算であるから、バスターミナルとしての機能
を十分に果たせるような事業の推進と説明がなされるべきである。

歳出
4,511億円

民生費

40.7%

土木費
公債費

総務費

14.7%

665億円

1,837億円

482億円

409億円

362億円
衛生費

8.0%

その他

4.4%3.6%

10.7%

消防費

9.1%

教育費
397億円

8.8%

道路や公園、
学校など社会
インフラを整備
するための
経費

市政の運営や
選挙費・統計調査
費などに使われ

る費用

学校教育や
社会教育・体育
施設などに
使われる費用

借りたお金
（市債）を返済
する費用

ごみ・汚染処
理や健康対策
などに使わ
れる費用

防災や消火
活動・救急救
命などに使わ
れる費用

163億円
192
億円

歳入
4,608億円

市税

49.9%

62.1%

諸収入
繰越金その他

6.7%

国庫
支出金

16.2%

37.9%

2.3%

市債

9.3%

県支出金

4.2%

その他

4.1%

自主
財源

2,862
億円

2,300
億円

依存
財源
1,745

億円

預金利子や
宝くじ

などの収入

国が必要だと
認めた事業に対
して国から交付
されるお金

公共施設整備
などの財源と
して調達する
長期の借金

189億円

428億円

744億円

309億円
105
億円

3.2%

146
億円

193
億円

地方
消費税
交付金

4.1%

189
億円

【9月定例会から】


